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　マイクロ波化学は、電子レンジにも使用されて
いるマイクロ波を用いて「省エネ」「高効率」「コン
パクト」を実現する革新的なモノづくり技術を独
自開発し、一世紀以上 変わっていないといわれる
化学品の製造プロセスを変革する技術として国
内外の化学メーカー に提供することで、事業化を
弾力的に進めている。太陽化学株式会社と合弁で
設立したティエムティ株式会社は、大規模マイク
ロ波化学工場にてマイクロ波プロセスを用いた食
品添加物（ショ糖エステル）の製造を開始。カーボ
ンニュートラル実現に向けて、マイクロ波プロセス

（＝電化）を多様な分野に展開すべく、ナノ・ハイテ
ク分野、グリーンエネルギー分野、健康・医療分野
などの幅広い分野において事業を展開。

会社の特徴、事業概要

　マイクロ波化学は、大阪大学工学研究科塚原保
徳特任准教授および大阪大学に設置された「マイ
クロ波化学共同研究講座」の研究成果をもとに、
研究開発型ベンチャーとして設立。
　電子レンジにも使用されているマイクロ波を用
いて、革新的なものづくり技術を独自開発。 

大阪大学との関係 　2014年に採択された、大阪大学蛋白質研究所(関
口清俊教授)と株式会社ニッピとの「事業化推進型
共同研究」の成果を活用。科学技術振興機構（JST）
および日本医療研究開発機構（NEDO）の再生医療
実現拠点ネットワークプログラム「幹細胞培養基材
の開発」にも採択されている。
　ＯＵＶＣは、大阪大学とニッピと共同で事業化促
進に向け、ビジネスモデルの構築、事業計画および
資本政策の策定、チームアップ等の支援を実施。

大阪大学との関係

OUVC投資先企業

マイクロ波化学株式会社
https://mwcc.jp/

本社所在地 大阪府吹田市山田丘2番1号フォトニクスセンター5階

代表取締役 吉野　巌

設立 2007年8月

本社所在地 大阪府吹田市山田丘3番2号　大阪大学蛋白質研究所共同研究拠点棟

代表取締役 山本　卓司

設立 2015年 12 月

OUVC投資先企業

株式会社マトリクソーム
https://matrixome.co.jp/

多能性幹細胞及び組織幹細胞の培養・増殖、
分化誘導、機能維持に有効な培養基材の
研究開発及び販売

マイクロ波化学プロセスを用いた
研究開発・エンジニアリング及び製品の製造、販売等

　大阪大学蛋白質研究所が蓄積してきた細胞外マ
トリックス分子の組換え蛋白質発現・精製技術と
解析技術を基盤として、多能性幹細胞および組織
幹細胞の培養・増幅、分化誘導、機能維持に有効
な培養基材の応用開発研究を行い、実用化。株式
会社ニッピが製品としての開発および実製造を行
い、完成した商品を株式会社マトリクソームに販売
委託。主力商品は、幹細胞培養基質として精製した
ラミニン511E8断片の高純度精製品「iMatrix-511」。
今後は、細胞加工・分析技術・ノウハウを活用した
創薬・医療支援および細胞培養加工事業等サービ
ス提供への事業展開も目指している。

会社の特徴、事業概要

ES/iPS 細胞から血管内皮細胞へ
の分化誘導用基質

細胞培養基質
「カイコの繭」から抽出・精製した
ラミニン511E8断片の
高純度精製品

心筋細胞・骨格細胞の純化 /維持
培養用基質

細胞培養基質
「CHO-S 細胞」で生産した
ラミニン 511E8 断片の
高純度精製品


